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【背景と目的】

ヒト腸管由来のリポ蛋白（カイロミクロン、カイロミクロンレムナント）中に存在

する Apolipoprotein B-48 (Apo B-48)は脂質輸送を反映するマーカーとして測定されて
いる。

ウサギはヒトと同様に CETP が存在し、Apo B-48 はカイロミクロンとカイロミクロ
ンレムナントのみに存在する。しかし、マウスとラットは CETPが欠如し、Apo B-48
はカイロミクロン、カイロミクロンレムナント、VLDL等に存在する。
そこで、ウサギにおける脂質腸管吸収マーカー（ウサギ Apo B-48）測定系確立を試
みた。

【方法】

 〔測定系〕
ウサギ Apo B-48のアミノ酸配列（Ｃ端側 10 残基）はヒト Apo B-48 と１アミノ酸の
み異なるので、ヒト Apo B-48（Ｃ端側 10 残基）に対するモノクローナル抗体（4C8
抗体）を固相化抗体とした。ウサギ Apo B-48 標準品はウサギ血清から 4C8 抗体アフ
ィニティカラムにより精製して得た。これらの構成品等により Immuno-Reactive
ELISA法 (サンドイッチ法) を確立した。
〔ウサギ検体測定〕

　●ウサギ血漿中のカイロミクロン分画、LDL分画、HDL分画。
  ●高脂肪食摂餌後の経過検体。
　●薬剤（脂質吸収抑制剤）投与群とコントロール群。

【結果】

 ●ウサギ血漿中のカイロミクロン分画に Apo B-48 がリッチに含まれていたが、LDL
分画と HDL分画の Apo B-48測定値は検出限界以下であった。

 ●高脂肪食摂餌後、Apo B-48 測定値とトリグリセライド測定値は３時間経過時が高
値となった。

 ●薬剤（脂質吸収抑制剤）投与群はコントロール群と比較して ApoB-48 測定値は低
下した。

【結論】

脂質のウサギ腸管吸収マーカーとして薬理試験・薬物動態研究に応用が期待される。
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